６月は、「園芸福祉を深める」をテーマに園芸療法について学びました。また、花と緑の栽培実習として花壇への植付けを行いました。
[bookmark: _GoBack]　６月１２日(水）～１４日(金)の３日間のうち、初日は花と緑の栽培実習として、田淵先生から色彩や質感、形状に意識した花壇デザインの仕方、植物選びと組み合わせの仕方について講義を受けた後、花壇に移動して植付け実習を行いました。一年草を主体とし、宿根草やカラーリーフ植物なども組み合わせて躍動感、メリハリ、リズムのあるボーダー風花壇が出来上がりました。

　　　　
 
　　　　
 
　　　　


　２～３日目は園芸療法の金子先生から「人の健康、心理と支援の理解」について園芸療法を学ぶ上での基本となる人間の成長と発達の個人差について理解を深めるとともに、園芸療法における癒しの５つの原則（緑の空間が癒す、植物が癒す、栽培が癒す、創造活動が癒す、人が人を癒す）を学びました。また、非常勤講師として兵庫県園芸療法士３名に来ていただき、子育て、高齢者、就労支援の三つについて、実際の園芸療法の話をお聞きした後、班に別れて「私が考える園芸福祉活動プログラム」についての討議、作成を行いました。

　最後に、現在、淡路景観園芸学校内に建築中の茶室が上棟を迎えたとこともあり、社寺の施工なども手掛ける大工の江戸氏より上棟式の意義や作法などについて説明を受けました。一生のうち一度か二度しか経験しない上棟式ですが、そこに込められる思いを感じることができました。
　　　　
 
　　　　　　　
 


　　　　
 

